
 

 

 

 

継続が根を張り 新しい旅立ちへ  

            校長 大曽根 努 

 

光り輝く春の陽光が差し込み、年度末の慌ただし

さの中にも、暖かな春の足音が聞こえる季節となり

ました。先日は、ご多用の中、本校の音楽会・学校

公開にお越しいただき、誠にありがとうございまし

た。 

音楽会では、こどもたちの情熱が溢れる素晴らし

い時間を共有することができました。合唱での澄み

渡る歌声、合奏での息の合ったリズム。その一つひ

とつに、聴いている私たちの胸が熱くなったのは、

単に技術が優れていたからだけではありません。そ

こに至るまでの「過程」が、音色の中に宿っていた

からではないでしょうか。 

 思い返せば、練習が始まったばかりの頃は、音が

合わずに戸惑う姿や、難しいフレーズに苦戦する姿

も見られました。しかし、こどもたちは諦めません

でした。朝の練習、休み時間の自主練習、そして学

年・学級全員での練習。毎日、少しずつ、少しずつ。

その積み重ねこそが、本番で見せたあの堂々とした

姿、そして仲間を信頼する眼差しへと繋がったのだ

と感じております。 

直後の朝会では、こどもたちに『継続は力なり』

についての話をしました。この言葉の真意は、単に

同じことを繰り返す習慣を指すのではありません。

「たとえ小さな１歩でも、歩みを止めなければ、想

像もしなかった高い場所に到達できる」という話で

す。調子が良い時も悪い時も、自分を信じて積み上

げてきた時間は、決して裏切りません。音楽会を終

えたこどもたちの満足げな表情は、自分の力で「継

続」の価値をつかみ取った自信に満ちていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シドニー五輪金メダリストのマラソン選手で 

ある高橋尚子さんは、現役時代、思うような結 

果が出ない苦しい時期には 

『何も咲かない寒い日は、下へ下へと根を伸ばせ。

やがて大きな花が咲く』 

という言葉を大切にしていたそうです。漢字を覚え

る、体を動かす、優しい言葉をつかう…日々の生活

を丁寧に過ごして積み重ねること、継続していても

結果に表れないことも、明日を生きるための確かな

「根」となっています。 

 さて、この３月は、こどもたちにとって大きな節

目となります。６年生は、６年間で培った力を糧に、

新たな世界へと卒業していきます。１〜５年生は、

今の学年で学んだ全ての経験を胸に、１つ上の学年

へと進級します。 

ご家庭でも、この１年の足跡を振り返る際、結果

だけでなく、継続して頑張ってきたこと、お子様の

「根」っこの部分に光を当ててください。それらへ

の承認が、こどもたちの自己肯定感を育み、次のス

テージへと踏み出す勇気になります。 

最後になりますが、「学校・家庭・地域」が手を

取り合い、共にこどもたちの成長を喜び合えた１年

であったと感じております。学校の至らぬ点を補っ

ていただき、常に前向きな声を届けてくださった皆

様に、深く感謝いたします。 

 次年度も、本校が地域に根ざし、こどもたちの笑

顔があふれる場所であり続けられるよう尽力して

まいります。１年間、ありがとうございました。 

 

           令和８年３月２日 

          大田区立雪谷小学校 

           校 長 大曽根 努 
 



校内研究のまとめ 
研究推進委員長 

今年度の校内研究では、国語科「話すこと・聞くこと」の
授業研究を行ってきました。この研究をスタートするにあた
り、こどもたちに「話すことや聞くことは好きですか」とい
うアンケートを取りました。どの学年からも「とても好き・
好き」という肯定的な回答が８割以上ありました。 
この結果から、こどもたちの話す力・聞く力を授業の中で

さらに伸ばしたいと考え、「どの児童も主体的に話し合いに
参加できるようにする工夫」と「国語やその他の学校生活で
の話すこと・聞くことにつながる常時活動」の２つを研究の
視点として取り組み、各学年で研究授業を実施しました。 
 研究を通して明らかになったことは、「自分の考えをもつ」
ことです。自分の考えをもたないと、話し合い中に、その場
限りの回答しかできず話が続かないことが分かりました。し
かし、自分の考えをもっていると、話し合いで問題を解決で
きたり、会話が続いたり、より深い内容の話ができました。
そこから、自分の考えをもつことが必要だと分かりました。 
次に「普段使っている言葉遣い」を使用することです。学

習の中で話し合いをすると、つい改まった丁寧な話し方をす
ることがあり、自分が本来伝えたい内容が、伝えられないこ
とがあります。そこで、どの学年でも普段から使っている話
し方をすることで緊張なく話し合える姿が研究を通して見
られました。 
 その他の成果として、学校生活の中でこどもたちの話す
力・聞く力だけでなく、あらゆる可能性を引き出していくこ
とも我々の責務であり、こどもたちにはその力が無限大にあ
ることも今年度の研究を通して確信する良い機会になりま
した。 

 

 
                 
                                 
                                                        
 
 

 
 
                                          
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 日   
 

2 
 

月 
放送朝会 卒業式練習（始） 

理科委員会実験教室（１年） 
 

3 
 

火 
理科委員会実験教室（２年）  

運動委員と遊ぼう（中学年） 
 

4 
 

水 
学習タイム 保護者会・小学校生活最後の思い

出を作ろうの会（６年） 

 

5 

 

木 

お話会トムテ（１年） 委員会 

理科委員会実験教室（３年）  

運動委員と遊ぼう（高学年）  

6 金 午前授業 ６年生を送る会       SC 

7 土  

8 日  
 

9 
 

月 
放送朝会 保護者会（１・２・３年） 

理科委員会実験教室（４年） 

10 火 安全指導 理科委員会実験教室（５年） 

11 水 学習タイム 保護者会（４・５年・杉の子） 
 

12 
 

木 
お話会トムテ（２年・杉の子） クラブ 

理科委員会実験教室（６年）      SC 

13 金 運動朝会（１年・杉の子）       SC 

14 土  

15 日  

16 月 放送朝会 杉の子学級説明会 

17 火 SC 

18 水 学習タイム 
 

19 
 

木 
卒業式予行練習 午前授業（１～４年） 

お話会トムテ（５年） 

20 金 春分の日 

21 土  

22 日  
 

23 
 

月 
離任式 午前授業 給食終 

大掃除 卒業式前日準備 

24 火 卒業式 

25 水 修了式 午前授業 

26 木 春季休業日（始）           SC 

27 金  

28 土  

29 日  

30 月  

31 火  

※ＳＣ…スクールカウンセラー 

※３月の避難訓練は予告なしで行います。 

※２４日（火）の卒業式は、６年生と、５年生が参加します。

１～４年生は、お休みです。 

３月の目標 

一年の生活を反省し 

次の学年への心構えをもとう 

卒業に向けて（６年） 
６年担任 

修了、そして卒業のときが近づいてまいりました。こども
たちは５年生より「自律・集団・責任」という学年目標を掲
げ、過ごしてきました。 
 ４月当初は、最高学年という重圧に戸惑う姿もありました
が、日々の生活や行事を経るごとに、こどもたちは見違える
ような変化を見せてくれました。自分の行動を律する「自
律」、互いの個性を認め合い高め合う「集団」の力、そして
学校の顔として役割を全うする「責任」感。 
 特に行事やクラブ・委員会活動で見せた、誰に指示される
でもなく今、自分にできることを考えて動く姿は、まさに目
標を自らのものにした証でした。この全年で培った自律した
強さと集団としての絆を糧に、こどもたちは今、自信をもっ
て未来への一歩を踏み出そうとしています。 

 

６年生を送る会 
特活部 

 ３月６日（金）に、「６年生を送る会」が実施されます。
在校生は、６年生へ感謝の気持ちを伝える場として、６年生
は、在校生からの気持ちを受け取り、卒業への意識を高める
場として、位置付けられています。 
 ステップタイムや委員会活動では、学校のために率先して
活動し、運動会や音楽会等の学校行事では、在校生の手本や
憧れの姿として活躍してくれた６年生に、しっかりと「感謝
の思い」が届けられるよう、各学年で準備をしています。当
日は、温かな会になるようにしていきます。 

離任式について 
 今年度から離任式を3月に実施します。令和7年度離任
式は3月2３日（月）に行います。よろしくお願いします。 


